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初
期
敷
急
医
療
へ
り

神
戸
市
医
師
会
の
取
り
組
み

神
戸
市
医
師
会
は
、
昭
和
３‐
年
に
設

立
さ
れ
、
平
成
３０
年
で
６２
周
年
を
迎
え

ま
す
。
羽成
立
以
来
、
医
療
の
専
門
家
集
団

と
し
て
、
神
戸
市
民
の
た
め
、
地
域
医
療

の
た
め
様
々
な
か
た
ち
で
貢
献
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
の
ひ
と
つ
が
神
戸
市
に

お
け
る
初
期
救
急
医
療
へ
の
協
力
で
す
。

神
戸
市
の
初
期
救
急
体
制
は
、
平
成

２９
年
１０
月
に

「
救
急
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ

ー
こ
う
べ
」
が
開
設
さ
れ
、
ひ
と
つ
の
大

き
な
転
換
点
を
迎
え
ま
し
た
。
「救
急
あ

ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
こ
う
べ
」
と
は
、
神
戸

市
が
運
営
す
る
救
急
電
話
相
談
事
業
で

す
。
「め
ま
い
が
し
て
う
ま
く
立
て
な
い
」

な
ど
、
救
急
車
を
呼
ぼ
う
か
迷
っ
た
時

や
、
受
診
で
き
る
医
療
機
関
が
わ
か
ら
な

い
時
な
ど
、
２４
時
間
。３
６
５
日
い
つ
で

も
相
談
を
受
け
付
け
る
ダ
イ
ヤ
ル
で
す
。

今
回
の
「健
康
と
笑
顔
」
は
『特
別
版
』

と
し
て
、
神
戸
市
医
師
会
が
携
わ
っ
て
き

た
神
戸
市
に
お
け
る
初
期
救
急
医
療
に

つ
い
て
振
り
返
る
と
と
も
に
、
現
在
の
体

制
や
◆
後
の
展
望
等
を
皆
さ
ま
と
見
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

全
国
に
先
駆
け
て
実
施
さ
れ
た

「休
日
急
病
電
話
相
談
事
業
」

昭
和
４６
年
１２
月
１９
日
、
当
時
の
東
灘

市
民
病
院
の
１
室
に
「東
灘
区
医
師
会

電
話
相
談
所
」
が
設
置
さ
れ
た
の
を
皮

切
り
に
、
各
区
医
師
会
に
「休
日
急
病
電

話
相
談
所
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
ア⊆
れ

は
、
「休
日
に
お
け
る
神
戸
市
内
の
急
病

人
に
対
し
、適
切
な
受
療
の
機
会
を
与
え

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
休
日
急
病
対
策

事
業
（テ
レ
セ
ン
と
と
し
て
、
神
戸
市
よ

り
委
託
を
受
け
て
実
施
さ
れ
た
事
業
で

す
。
医
療
機
関
が
ほ
と
ん
ど
閉
ま
っ
て
い

る
休
日
に
体
調
が
悪
く
な
っ
た
り
し
た

場
合
に
、
緊
急
を
要
す
る
症
状
な
の
か
、

次
の
日
ま
で
様
子
を
み
る
べ
き
症
状
な

の
か
を
自
分
で
判
断
す
る
こ
と
は
、
〈フ
も

昔
も
な
か
な
か
難
し
い
も
の
で
す
。
そ
う

い
っ
た
と
き
、
医
師
が
電
話
で
相
談
に
応

じ
、
必
要
で
あ
れ
ば
、
休
日
に
診
療
が
可

能
な
医
療
機
関
を
紹
介
し
、
診
察
し
て
も

ら
う
初
期
救
急
の
シ
ス
テ
ム
で
し
た
。

最
近
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌
で
、
「
初
期
救

急
」
や
「２
次
救
急
」
と
い
っ
た
言
葉
を
耳

神戸市医師会会長

置塩 隆
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に
す
る
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。
で
も
、ピ
ン

と
来
ら
れ
る
方
は
そ
ん
な
に
は
多
く
は
な

い
の
で
は
な
い
で
し
さ
つ
か
。
日
本
で
は
、

救
急
医
療
を

「
１
次
救
急
」
、
「
２
次
救

急
」
、
「
３
次
救
急
」
の
３
つ
に
大
き
く
分

け
て
い
ま
す
。
「１
次
」
か
ら
順
に
救
急
度

が
増
し
、
帰
宅
可
能
な
軽
症
の
悪
者
さ
ん

に
対
す
る
救
急
医
療
を

「
１
次
救
急
」
と

呼
び
、
次
に
一般
病
棟
に
入
院
す
る
必
要

が
あ
る
悪
者
さ
ん
に
対
す
る
救
急
医
療

を

「
２
次
救
急
」
、
さ
ら
に
重
症
の
た
め
、

集
中
治
療
室
に
入
院
す
る
必
要
が
あ
る

患
者
さ
ん
に
対
す
る
救
急
医
療
を

「３
次

救
急
」
と
し
て
い
ま
す
。
「
２
次
救
急
」
、

「
３
次
救
急
」
の
医
療
機
関
は
限
ら
れ
て

お
り
、
夜
間
や
休
日
と
な
る
と
さ
ら
に
多

く
の
方
を
対
応
す
る
こ
と
は
難
し
く
な

り
ま
す
。
軽
症
の
患
者
さ
ん
も

「
２
次
救

名
建
、
「
３
次
救
急
」
の
医
療
機
関
を
受
診

し
て
い
て
は
、
本
当
に
必
要
と
し
て
い
る

悪
者
さ
ん
の
診
察
が
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
初
期
救
急
で
あ
る

「
―
次
救
急
」
の
役
割
が
非
常
に
大
切
に

な
っ
て
く
る
の
で
す
。

「
休
日
急
病
電
話
相
談
事
業
」
は
、
全

国
に
先
駆
け
て
行
わ
れ
た
極
め
て
優
れ

た
シ
ス
テ
ム
で
し
た
が
、
そ
の
後
、
患
者

さ
ん
の
二
十
ズ
等
を
鑑
み
て
、
平
成
％
年

１０
月
に
は
１
カ
所
に
集
約
し
て
、
続
け
て

ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
休
日
の
み
で

は
な
く
、
２４
時
間
・３
６
５
日
、
神
戸
市
民

へ
の
医
療
機
関
案
内
や
救
急
医
療
相
談

を
受
け
る
機
能
を
持
つ
「救
急
安
心
セ
ン

タ
ー
こ
う
べ
」
が
平
成
２９
年
１０
月
に
開
設

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
４６
年
間
に
亘
っ
て

果
た
し
て
き
た
役
割
を
終
え
、
そ
の
事
業

を

「救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
こ
う
べ
」
に
引

き
継
ざ
ま
し
た
。

救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
こ
う
ベ

開
設
記
念

「
平
成
２９
年
度
救

急
医
療
フ
オ
ー
ラ
ム
」
開
催

平
成
関
年
９
月
２
日
、
「救
急
安
心
セ

ン
タ
ー
こ
う
べ
」
の
開
設
を
記
念
し
て
、

「
平
成
２９
年
度
救
急
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
神
戸
市
の
今
後
の
救
急
医
療
体
制
は

い
か
に
あ
る
べ
き
か
を
検
討
す
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
フ
ォ
ー

づ
ム
冒
頭
に
、
久
元
喜
造
神
戸
市
長
よ
り

挨
拶
を
い
た
だ
き
、
神
戸
市
の
救
急
医
療

に
多
大
な
貢
献
を
行
っ
た
と
し
て
、
神
戸

市
医
師
会
と
神
戸
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー

中
央
市
民
病
院
に
感
謝
状
の
贈
呈
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

神
戸
市
医
師
会
は
こ
れ
ま
で
の
「休
日

急
病
電
話
相
談
事
業
」
の
功
倭
、
神
戸
市

立
医
療
セ
ン
タ
ー
中
央
市
民
病
院
は
厚

生
労
働
省
が
実
施
し
て
い
る
全
国
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
評
価
に
お
い
て
、
３
年
連

続
全
国
１
位
に
選
ば
れ
る
な
ど
、
「
断
ら

な
い
救
急
」
を
実
践
し
、
市
民
の
最
後
の

砦
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
功

績
が
そ
れ
ぞ
れ
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

今
後
も
神
戸
市
医
師
会
は
、
神
戸
市

民
の
皆
様
が
安
心
し

て
生
渚
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
救
急

医
療
対
策
を
は
じ
め

神
戸
市
医
師
会
と
し

て
の
責
務
を
果
た
し

て
ま
い
り
ま
す
。
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0救急件数、搬送人員ともに増加傾向。                          (神 戸市消防局提供)

0救急隊数も少しずつ増加。

高齢者の搬送状況

神
戸
市
で
の
救
急
出
動
件
数
は
年
々

増
加
し
平
成

２８
年
度
は
１
年
間
で

８
０
，８
５
９
件
と
８
万
件
を
超
え
、

こ
れ
は
６
ｏ５
分
に
１
回
の
割
合
で
故

急
車
が
出
動
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
内
、
約
１
１
，０
０
０
件
が
不

搬
送
で
し
た
（救
急
搬
送
の
必
要
が
な

か
っ
た
）
。
そ
し
て
、
６５
歳
以
上
の
高
齢

者
の
搬
送
者
数
割
合
が
約
６０
％
を
占

め
、
ま
た
、
軽
症
者
の
搬
送
が
６０
％
を

占
め
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

救
急
医
療
は
「医
の
原
点
」
で
、救
急

70%

20%
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0%

搬
送
者
数
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●高齢者の割合が年々大きくなっている。 (神戸市消防局提供)
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医
療
は
神
戸
市
民
の
セ
ー
フ
ア
イ
ネ
ッ

ト
で
す
。
救
急
医
療
の
対
象
者
と
な
る

思
者
さ
ん
、
傷
病
程
度
は
多
彩
で
、
社

会
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
答
え
、刻
々
と
変

化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

か
か
り
つ
け
医
、
各
専
門
診
療
科
、
後

送
病
院
と
し
て
の

一次
、
〓
一次
救
急
医

療
機
関
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
す
。

「神
戸
市
の
救
急
医
療
体
制
」
は
初

期
、
第
二
次
、
第
三
次
救
急
に
分
類
さ

れ
、
（１
）初
期
救
急
と
し
て
、神
戸
市

医
師
会
急
病
診
療
所
、
東
部
休
日
急

病
診
療
所
、西
部
休
日
急
病
診
療
所
、

そ
し
て
、神
戸
こ
ど
も
初
期
急
病
セ
ン

タ
ー
が
担
っ
て
お
り
、
（
２
）
第
二
次
救

急
と
し
て
、一
一次
救
急
病
院
群
輪
番
制

（神
戸
市
に
あ
る
４８
病
院
（公
立
６
病

院
、
民
間
４２
病
院
）
が
参
加
し
て
い
る

一
般
社
団
法
人
神
戸
市
第
二
次
救
急

病
院
協
議
会
が
輪
春
制
を
組
ん
で
、毎

日
交
代
で
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
＼
市

民
病
院
群
（西
市
民
病
院
、
西
神
戸
医

療
セ
ン
タ
ー
等
）
が
担
当
し
、
（３
）
第
三

次
救
急
と
し
て
、
神
戸
市
立
医
療
セ
ン

タ
ー
中
央
市
民
病
院
、
兵
庫
県
災
害
医

療
セ
ン
タ
ー
、
兵
庫
県
立
こ
ど
も
病
院
、

第
三
次
的
機
能
病
院
と
し
て
の
神
戸

大
学
付
属
病
院
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、神
戸
市
医
師
会
員
の
先
生

方
は
初
期
救
急
医
療
に
協
力
し
て
頂
い

て
お
り
、診
療
時
間
内
で
の
対
応
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
自
院
の
診
療
時
間
外

に
も
、神
戸
市
内
に
あ
り
ま
す
３
か
所

の
急
病
診
療
所

（神
戸
市
医
師
会
館

急
病
診
療
所
、東
部
、
西
部
休
日
急
病

診
療
所
）
で
出
務
し
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。そ

の
他
と
し
て
、兵
庫
県
が
行
っ
て
い

る
＃
８
０
０
０
小
児
救
急
電
話
相
談

事
業
が
あ
り
ま
す
。

神戸市医師会の初期救急医療体制

急病診療所
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東部休日
急病診療所

西部休日
急病診療所

平成28年度 神戸市における初期急病患者実績

田内科 ■耳鼻科 ■眼科

平成28年度 救急対策事業 実績
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0 こ
ど
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休
日
急
病

電
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タ
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こ
ど
も
初
期

急
病
セ
ン
タ
ー

西
部
休
日

急
病
診
療
所

東
部
休
日

急
病
診
療
所

平日

0時～9時

9時～12時

12時～15時

医師会

東部。西部・

急病診療所

15時～18時

18時～21時
医師会
急病診療所

医師会
急病診療所

21時～24時
医師会
急病診療所

|)■ ,｀ 1111ⅢⅢⅢ

ⅢⅢⅢIⅢ ill‖「 |11,,‖ )IP'IIJ十 1

1

急病診療所 西部休日急病診療所
東部休日
急腐穆擦所 休日急病

電話相談 総計
科目 内科 耳鼻暇喉君 限科 産婦人科 計 小児科 内科 計 内科

4月 372 250 65 20 707 374 122 496 87 169 1,459

5月 426 419 44 43 932 694 222 916 121 316 2,285

6月 195 179 30 14 418 275 56 331 42 129 920

7月 318 322 72 16 728 534 106 640 66 198 1,632

8月 292 244 39 17 592 326 70 396 48 174 1,210

9月 240 279 49 21 589 395 94 489 63 201 1,342

10月 297 299 51 24 671 436 102 538 58 225 1,492

11月 380 301 46 18 745 511 156 667 90 197 1,699

12月 773 407 102 35 1,317 856 451 1,307 236 374 3,234

1月 1279 472 115 36 1,902 1,068 799 1,867 414 433 4,616

2月 619 258 27 16 920 804 389 1,193 151 231 2,495

3月 366 281 41 13 701 462 162 624 81 164 1,570

計 5,557 3,711 681 273 10,222 6,735 2,729 9,464 1,457 2,311 23,954



平
成
２８
年
度
の
神
戸
市
に
お
け
る

初
期
急
病
患
者
実
績
で
は
、神
戸
市
医

師
会
急
病
診
療
所
で
は
内
科

一
５
，

５

５

７
名

、
耳
鼻

咽
喉

科

【
３
，

７
１
１
名
、
眼
科

一
６
８
１
名
、
産
婦

人
科

中
２
７
３
名
、
年
間
合
計
１
０
，

２
２
２
名
、
西
部
休
日
急
病
診
療
所

で
は
小
児
科

一
６
，
７
３
５
名
、
内

科

¨
２
，７
２
９
名
、合
計
９
，４
６
４

名
、
東
部
休
日
急
病
診
療
所
で
は
内

科

【
１
，４
５
７
名
の
患
者
さ
ん
の
診

療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

．
神
戸
市
に
お
け
る
初
期
、一
一次
、〓
一次

救
急
医
療
機
関
を
受
診
し
た
救
急
患

者
さ
ん
の
平
成
２２
年
度
か
ら
の
推
移
と

救
急
搬
送
の
割
合
で
す
が
、
一
一次
救
急

病
院
群
の
負
担
が
非
常
に
大
き
い
現
状

が
あ
り
ま
す
が
、全
救
急
搬
送
患
者
数

の
約
２０
％
が
初
期
救
急
医
療
機
関
を

受
診
し
て
い
ま
す
。

（神
戸
市
医
師
会
の
神
戸
市
救
急

医
療
体
制
へ
の
取
り
組
み
の
変
遷
）

こ
の
間
、
昭
和
４６
年
に
休
日
急
病
電

話
相
談
所
を
開
設
、
昭
和
５０
年
に
夜

間
急
病
診
療
所
（大
倉

山
）
開
設
、
昭
和
５３
年
に

は
夜
間
急
病
診
療
所
移

転
（現
　
神
戸
市
医
師

会
館
１
階
）
し
ま
し
た
。

平
成
１４
年
に
小
児
科
休

日
急
病
診
療
所
開
設
、

平
成
２３
年
に
は
神
戸
市

医
師
会
急
病
診
療
所

「内
科
」
休
日
の
診
療
枠

（
‐３
時
～
１７
時
）
拡
充
、

平
成
２６
年
よ
り
各
区
休

日
急
病
電
話
相
談
所
を

統
一し
、休
日
急
病
電
話

相
談
セ
ン
タ
ド
と
し
て
再

稼
動
、
東
部
休
日
急
病

診
療
所
新
設
、
小
児
科

休
日
急
病
診
療
所
に
内

科
を
併
設
し
西
部
休
日

急
病
診
療
所
と
し
て
開

設
、
神
戸
市
医
師
会
急

神戸市における救急患者の推移と救急搬送

初期救急医療は全体の約200/0

72,000

70,000

68,000

66,000

64,000

62,000

60,000

58,000

56,000

200,000

180,000

160,000

140,000

120,000

1001000

80,000

601000

40,000

20,000

0

※初期救急には休日歯科診療所含む

相談できないもの
急な病気やケガで 病院?救急車?迷つたら!

]臣葉、治療方針

介離相談

健康相談、育児相談

セカンドオビニオン
④

Л
日

日 にお電話を9
“
日

日7♯

〉

(携 帯電話・ PHS・ プッシユ回線 )

ダイヤル回線や IP電 話でつながらない場合は、078-391-7119(す べての電話でご利用いただけます)ヘ

0敷 急安心センターこうべ

〉

〉

緊急を要すると思つたら迷わず119番に1

コ

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

■■初期 40,549 57166 53,357 54,066 56,421 56,311 53,076

匡コニ次 180,163 171,747 169,292 161,701 157,523 152,411 148,161

■■三次 46,926 43,060 41,985 42,594 42,497 42,969 45,676

“
‐散急機選人数 60,951 63,199 64,124 64,919 65,225 65,657 69,535

神戸市在住の方向けのサービスです

緊急性が低い

医療機関案内

飽

受付員   相談員(看護師 )

受診可能な医療機関の案内

緊急性・受診の必要性を判断

電話受付 /医療機関案内   救急医療相談

病院行つたほうがいい?

今、診てくれる病院は?

救急車呼んだほうかいい?

緊急性が高い

菊
救急出動

緊急性が高い場合は
,19番 へ電話転送します

健康と笑顔
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ゆうゆうらんど

紀の国

動

'場

,↓すと
｀
イ)
レ乙力; 病

診
療
所
休
日
昼
間
帯
の
「内
科
」
診

療
枠
（９
時
～
１３
時
）
を
拡
充
し
て
き

ま
し
た
。

そ
し
て
、
神
戸
救
急
医
療
ネ
ッ
ト

（
Ｋ

Ｏ
十
Ｍ

ｅ
ｔ
）
と
休
日
急
病
電
話

相
談
所
事
業
を
廃
止
し
、神
戸
市
は
平

成
２９
年
１０
月
２
日
よ
り
「＃
７
１
１
９

救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
＞」う
べ
」
を
新
設

し
ま
し
た
。
＞」
の
セ
ン
タ
ー
は
２４
時
間

３
６
５
日
、
市
民
か
ら
の
電
話
相
談
に

対
応
し
、
医
療
機
関
案
内
、
看
護
師
に

よ
る
救
急
医
療
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。そ

し
て
、
平
成
３０
年
１
月
末
ま
で
の

セ
ン
タ
ー
の
対
応
総
件
数
は
、
平
成
２９

年

１０
月

５
，
３
５
３
件
、
■
月

６
，

０
８
０
件
、
１
２
月
８
，５
７
７
件
と

徐
々
に
増
加
し
、
平
成
３０
年
１
月
は

１
０
，
８
１
３
件
と
１
万
件
を
突
破

し
、
開
設
後
４
カ
月
間
の
総
対
応
件
数

は
３
０
，８
２
３
件
に
達
し
て
い
ま
す
。

そ
の
内
、
医
療
機
関
案
内
が
１
７
，

５
２
７
件
（総
件
数
の
約
５７
％
）
、故
急

医
療
相
談
が
９
，３
７
３
件

（総
件
数

の
約
３０
％
）
、
そ
の
他
が
３
，９
２
３
件

（約
１３
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
相
談
員
の

ト
リ
ア
ー
ジ
の
結
果
、
救
急
要
請
が
必

要
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
件
数
は
２
，

４
３
８
件
（約
２６
％
）
で
、
１
１
９
番
に

転
送
さ
れ
た
の
が
１
，３
７
１
件
で
、
実

際
に
救
急
車
出
動
し
た
件
数
は
１
，

３
４
１
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
神
戸
市
医
師
会
と
し

ま
し
て
は
、
３
か
所
の
急
病
診
療
所
等

を
中
心
に
、
「
＃
７
１
１
９
　
故
急
安

心
セ
ン
タ
ー
＞」う
べ
」
か
ら
の
紹
介
息
者

さ
ん
に
、安
心
で
安
全
な
救
急
医
療
を

施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

須磨海浜水族園や春の桜で名高い須磨海岸から東へ約

700m。夏には海水浴客、この季節にはジョギング帰りのラン

ナーたちからも親しまれている立ち寄り湯が「ゆうゆうらんど

紀の国」だ。大入 (中学生以上)420円 と銭湯感覚で気軽に

利用でき、施設内には大小の浴槽をはじめ、サウナや水風

呂、ジェットバス、うたせ風呂、電気風呂、エステバスなどさま

ざまな入浴設備が。源泉名は「野田恵の湯」。クセのない単

純温泉にマンガンや鉄分などのミネラル成分が含まれ、ほの

かな赤茶色のお湯が温泉情緒を感じさせる。浴用に保湿・

温浴効果に優れた「ナノ・ウォーター」を導入しているのも特

色のひとつだ。毎月26日の「ふろの日」とこは70歳以上の高齢

者入浴料が半額(18時まで)、毎月5日の「子供デー」は大人

1人につき小人(0～6歳 )2人まで無料など、ユニークな定例

企画も地域の人々から好評。

施設外観

浴室内

露天風呂

泉質等/単純温泉(野田恵の湯)
効能/筋肉痛、五十肩、冷え性など

営業時間/14時～24時
定休日/なし
料金/中学生以上420円、小学生160円 、小人(o～ 6歳)60円
(サウナ使用料 100円 :専用貸しバスタオルあり)

※貸 lノバスタオル 100円、貸しタオル無料、らくらくセット580円 (入浴料十貸し,(スタオル
+賃しタオル+ミニ石鹸キシャンプー&リンス)
※無料駐車スペースあり(4台茨で)

TEL Oフ 8-731‐ 4833
神戸市長田区野田町8-5-12
アクセス/」 R「鷹取駅」から南へ徒

歩約 10分、国道2号線を越えてクロ
ネコヤマトの営業所を左折、約3分。

健康と笑顔
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ホームドクターに聞く!

康アドバイ

Q&A
00

１
．最
初
に
、
患
者
さ
ん
の
状
況
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

①
名
前
、②
性
別
、③
年
齢
（推
定
）
、④

意
識
の
有
無
、
⑤
呼
吸
状
況
、
⑥
身
体

状
況

２
．あ
わ
て
す
に
、
落
ち
着
い
て
話
を
し
ま

し

よ

つヽ
。

３
．１
１
９
を
呼
び
出
し
、
「救
急
で
す
」
と

言
い
ま
し
よ
う
。

４
．心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ
て
い
る
時
は
、
す

ぐ
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

５
．１
１
９
番
に
電
話
を
す
る
と
、
次
の
こ

と
が
聞
か
れ
ま
す
。

①
住
所
、
②
電
話
番
号
、
③
目
印
に
な

る
建
物
（近
く
の
公
共
施
設
や
お
店
の

名
前
）

他
に
も
次
の
点
を
確
認
し
ま
し
よ
う
。

・誰
が
、
ど
う
し
た
の
か
（病
気
、
け
が
、
交

通
事
故
な
ど
）
。

・患
者
さ
ん
の
年
齢
、
性
別
。

。電
話
を
か
け
て
い
る
人
は
、
悪
者
さ
ん

と
一緒
に
い
る
の
か
（頼
ま
れ
て
通
報
し

て
い
る
の
か
）
。

・呼
吸
は
楽
に
し
て
い
る
の
か
釜
口
段
ど

お
り
の
呼
吸
な
の
か
）
。

・冷
や
汗
を
か
い
て
い
な
い
か
。

・顔
色
は
悪
く
な
い
か
。

・普
通
に
話
が
で
き
る
か
。

・ど
う
い
っ
た
症
状
な
の
か
を
詳
し
く
。

敷
急
車
が
来
る
ま
で
に
、
用
意
し
て
お
く

と
便
利
な
も
の
。

①
保
険
証
や
診
察
券
、
②
お
金
、
③

靴
、
④
普
段
飲
ん
で
い
る
薬
（お
く
す

り
手
帳
）

（
乳
幼
児
の
場
合
は
さ
ら
に
、
母
子

健
康
手
帳
、
紙
お
む
つ
、
哺
乳
瓶
、
タ

オ
ル
）

敷
急
車
が
来
た
ら
、
甲」
ん
な
こ
と
を
伝
え

ま
し
ょ
う
。

・事
故
の
状
況
や
体
調
が
悪
く
な
っ
て
か

ら
、
救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
様
子

や
そ
の
変
化
。

・行
っ
た
応
急
手
当
の
内
容

・悪
者
さ
ん
の
情
報

持
病
、
か
か
り
つ
け
の
病
院
や
ク
リ
一
ラ

ク
、
並
国
段
飲
ん
で
い
る
薬
、
医
師
の
指
示
な

ど
（日
頃
か
ら
メ
モ
に
ま
と
め
て
お
く
と
便

利
で
す
）

ま
た
、
神
戸
市
消
防
局
で
は
、
「神
戸
市
救

急
受
診
ガ
イ
ド
」
０
麻
口
＼
＼
≡
重
〓

バ
＜
⊂
バ
＜

⊂
〕⊂
∽
ブ
ゴ
ｍ
堅
Ｑ
９
一０
＼
バ
ｏ
σ
①
＼
▼
と
い
う
ウ
エ

ブ
サ
イ
ト
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
表
示
さ
れ

る
質
問
に
順
番
に
答
え
る
だ
け
で
、
「救
急
車

を
呼
ぶ
必
要
が
あ
る
」
、
「２
時
間
以
内
に
医

療
機
関
へ
行
く
よ
う
う
な
が
す
」
、
「医
療
機

関
の
受
診
を
す
す
め
る
」
、
「経
過
観
察
を
す

す
め
る
」
と
い
っ
た
判
定
結
果
が
表
示
さ
れ
ま

す
。
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ツ

ト
等
か
ら
、
２４
時
間
い
つ
で
も
こ
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

敏
急
車
を
本
当
に
必
要
と
し
て
い

る
方
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
安
易

な
要
請
は
避
け
ま
し
よ
う
。

救
急
草
を
呼
ぶ
時
の
注
意
等
っ
て
あ
る
の
で
し
よ
う
か
。
も
し
も
の
と
き
の
た
め
に
、

教
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
「救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
こ
う
べ
」
以
外
で
、
数
急
の
必
要
性

を
自
分
で
判
断
で
き
る
よ
う
な
も
の
は
あ
り
ま
す
か
。
（
鉤
歳
代
女
性
）

敷
急
車
を
呼
ぶ
時

は
、
次
の
点
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

や

。，

・
●

へ
　
●

ぐ
♪
，

″

　

‥

r

凰
と
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I 3ss日 ・24時間の救急相談 I 
·� 救急安心センター こうペ

国図国国図
ダイヤル回線やIP電話でつながらない場合は、 078-331-7119

ことも急病電話相談
I 平日20時～翌朝7時 I 

ff 078-891-·3499 

I 休日9時～翌朝7時 I 土曜日15時～翌朝7時

神戸市医師会急病診療所
．． � 

診療日 診療科目 受付時間

平日 内科 21時~23時40分

土曜日 内科•眼科・耳鼻咽喉科 18時~23時40分

休日
内科産婦人科耳鼻咽喉科 9時~16時40分

内科 18時~23時40分

゜

神戸市中央区橘通4丁目1番20号

東部休日急病診療所
診療日 1 診療科目

休日 内科

神戸市灘区岸地通1丁目1番1号（灘区民ホール3階）

丁 有
馬
街
道 ,

;
t

叩

神戸文化
青少年センター ホール
． 

． 
市営地下鉄

戸 こ転直叩り

中央
体膏館

社
駅

搾
戸

門
呻

i
←

▼
 

ンセて

西部休日急病診療所

合078-341-2313

◎ 
受付時間

9時~16時40分

合078-801-5199

◎ 
診療日 1 診療科目

休日 内科・小児科

神戸市西区学園西町4丁目2番地

受付時閻

9時~16時40分

ff078-795-4915 

神戸ことも初期急病センター ◎ 
診療日 診療科目 受付時間

平日 19時30分～翌朝6時30分

.• 土曜日 小児科 14時30分～翌朝6時30分

休日 8時30分～翌朝6時30分

神戸市中央区脇浜海岸通1丁目4番1号 (HAT神戸内） ff078-891 -3999

I If I I I 11 I I 11 I I I I I I I 111 II l 11 I I I I I I I I I 11 

阪急線 警察署
． 

山=エ皿エ『＇ ●金，R病院

• • • • • • • Ii • 

JR紐 ●コーナン
国道2号線〇

阪神絲
．阪神大石駅

神戸市看護大● ●流通科学大

※急病診療所は、夜間土曜日休日の急な病気に対して応急的な診療を行う診療所です。症状が軽くなっても翌日や休日明けに、
必ずかかりつけ医や近くの医療機関を受診してください．

※お薬は1日分、または休日分の処方です。

※保険診療を行っていますので、診療を御希望される方は健康保険証、福祉医療費受給者証をお持ちください。
※遥話での医療相談はできません。

※内科は15歳以上（高校生以上）、小児科は15歳未満の方が対象です。

YMCA 

』、で生会館 市繹下設
-------� 
戸蘊督
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健康と笑顔



電③l坂1苗盈
薬もあなたも大切に

神戸市医師会ウエブサイトのご棄肉
http:〃www.kobettmedBor.jp/index.htmI

丁

薬
を
た
く
さ
ん
飲
ん
で
い
る
こ
高
齢
の
患
者
さ
ん
。

「先
生
、
朝
飲
ん
で
る
白
く
て
丸
～
い
薬
ね
、
あ
れ
が

な
く
な
っ
た
ん
で
く
だ
さ
い
」

「え
っ
？
ど
の
薬
の
こ
と
で
す
か
？
血
圧
？
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
？
」

「よ
う
わ
か
ら
へ
ん
け
ど
、
い
つ
も
出
し
て
く
れ
て
る

や
つ
で
す
よ
」

そ
う
か
と
思
え
ば
、
ア⊂
ん
な
患
者
さ
ん
も
。

手
持
ち
の
薬
を
袋
こ
と
全
部
持
っ
て
来
て
診
察
机
に

山
盛
り
に
拡
げ
て
≡
∞、

「飲
み
忘
れ
た
り
し
て
数
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し

ま
い
款
し
た
。
１
カ
月
に
合
わ
せ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
」

い
す
れ
も
医
者
泣
か
せ
の
患
者
さ
ん
で
す
ね
。

医
療
の
進
歩
で
次
々
と
新
し
い
薬
が
出
て
そ
の
種

類
も
多
種
多
様
に
な
り
、
し
か
も
平
均
寿
命
の
伸
び
と

と
も
に
、
古
同
齢
者
を
中
心
に
‐０
種
類
以
上
も
の
薬
を
飲

ん
で
い
る
方
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ

の
薬
の
名
前
や
効
果
を
覚
え
る
の
は
さ
ぞ
か
し
大
変

だ
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
さ
す
が
に
医
師
と
て
世
に
出
て
い
る
白
く
て

丸
～
い
薬
を
金
て
知
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

し
、
忙
し
い
診
察
の
合
間
に
残
薬
の
数
を
数
え
て
あ
げ

る
時
間
は
な
か
な
か
と
れ
ま
せ
ん
。

最
近
は
、
薬
局
で
お
薬
一覧
と
い
う
写
真
付
き
の
解

説
用
紙
を
く
れ
ま
す
の
で
、
お
薬
手
帳
と
と
も
に
そ
れ

を
医
師
に
見
せ
る
こ
と
、
薬
の
数
が
合
わ
な
く
な
っ
た

ら
、
自
宅
で
ゆ
っ
く
り
と
数
え
て
紙
に
書
い
て
く
る
こ

と
、
フ⊂
れ
が
一番
間
違
い
な
い
方
法
で
す
。

で
も
何
よ
り
も
、
せ
っ
か
く
出
さ
れ
た
薬
を
何
の
た

め
に
飲
ん
で
い
る
の
か
く
ら
い
は
覚
え
ま
し
ふ
つ
。
薬

は
決
し
て
タ
ダ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
犬
の
エ
サ
で
は

な
い
の
で
す
。
あ
な
た
の
健
康
を
守
る
の
は
結
局
あ
な

た
自
身
な
の
で
す
か
ら
。

神戸市医師会ではウエブサイトを公開しています。市
民の皆さまのお役に立つ情報、過去に発行された「健康と

笑顔」等を掲載しています。

また、神戸市医師会を紹介した「PRビデオ」や「神戸市
医師会歌」も公開しています。「神戸市医師会歌」は設立
10周年の際に神戸市医師会員によって作詞・作曲され、
平成28年に設立60周年を迎えたことを記念し、伴奏編
曲が行われました。ウエブサイトのトップページにある
「神戸市医師会について」から御覧いただけます。
また、スマートフォンからもアクセスできますので、ぜひ
御活用ください。

健康と笑顔
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乳がんは←早期発見が何よりも大切です。
満40歳を過ぎたら←2年とこ咆度の
乳がん検診を受診しましょう。

神戸市医師会医療センター診療所

(神戸市乳がん検診指定医療機関)では

マンモグラフイによる乳がん検診を

実施しております。

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
は
、

女
性
技
師
が

担
当
し
ま
す
。

V

い  σ

ラ約申し込み方法

かかりつけの医院または

直接電話でこラ約ください。

神戸市医師会医療センター診療所
神戸市中央区橘通4丁ロト20(神戸市医師会館 lF)

奮ロフ8‐ 351‐1401

1.「健康と笑顔」はどこでお持ち帰りになりましたか?

①病院・診療所

②あんしんすこやかセンター

③その他 ( )
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すゝ
…
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…
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…
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2.今号の「健康と笑顔」で興味のあつた記事は?

①特集 初期救急医療への神戸市医師会の取り組み

②神戸市における初期救急医療体制のI見状につしヽて

③湯けむり紀行

①ホームドクターに聞く! 健康アドバイスQ&A
⑤薬もあなたも大切に

3.本誌の感想、今後取り上げてほしいテーマなどが
こざいましたら、こ言己入ください。

左の八ガキに必要事項を記入し切手を貼つてお送りくださしヽ。

4月 30日必着。当選者へは5月中に賞品を発送します。

なお、当選者の発表は賞品の発送をもつてかえさせていただきます。

健康と笑顔
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健康は家族への愛健康診1断を受けましょう

神戸市医師会では兵庫県・神戸市、全国健康保険協会 (協会けんぼ)などの

指定を受け、各種健康診断、人間ドックを実施しております。

‐
■ 空世ロフ8-351-1401

かかりつけの医院または

直接電話でご予約下さい。

神戸市医師会医療センター診療所 ―

神戸市中央区橘通4丁目1-20(神戸市医師会館1階 )

【予約受付時間】

午前9時～午後5時 (土曜日の年後、休日は除く)

ハ  ヘ

0 0
（
げ r_、

V

tす●

予約申し込み方法

●救急安心センターこうべ
【365日・24時間対応の数急相談】
平成29年 10月 2日より、

救急安心センターこうべが始まりました。

「夜中、熱が下がらない。敷急車呼ぶ?

診てくれる病院は?J

―迷つたら、数急相談ダイヤル『 帯フ 可¬
gJへぉ電話を一

盗♯フπ19(っながらない場合は口7日‐331‐フ刊19)
,休日急病電話相談センターは、平成29年9月末をもつて廃止さイkました。

●神戸こども初期急病センター
こども急病電話相談

盆ロフ8‐ 891‐ 3499
(看護師による小児救急医療に関する助言)

田 厨]喉1商B

月～金曜日/20:00～翌朝フ:00

土曜日/15:00～翌朝フ:00

休日・年末年始/9:00～翌朝フ:00

健康と笑顔

郵 便 はが き

62円切手を

お貼りくださしヽ

神戸市中央区橘通4丁目1番20号

一般社団法人神戸市医師会

「健康と笑顔」プレゼント係

0
t勲患組出鷺ダイヤル

⑫

6 5 0 0 0 1 6

# 7 1 1 9

ふ りが な

お 名 前

1陛月U 男・女

年齢

歳

こ住 所

一Ｔ

電話番号 ( )

※こ記入いただいた個人情報はプレゼントの発送以外には使用しません。


